
 

①児童生徒用質問調査 

②教員用質問調査 

③調査結果集計表 

④活用にあたって（本シート） 

  

令和６年度版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「主体的・対話的で深い学び」の視点による質問調査は、教員と児童生徒が授業の振り返りを行うための

質問調査です。普段の授業を踏まえて、教員と児童生徒がそれぞれ質問調査を行い、結果をもとに、主・対・

深の視点から見つけた授業の良さを共有したり、改善する点やその改善方法を検討したりするきっかけとする

ことができます。 

「主体的・対話的で深い学び」の視点による質問調査の活用にあたって 

「主体的・対話的で深い学び」の視点による質問調査 

質問調査用資料の内容 

実施・集計は 

アプリ活用もおすすめ！ 

質問項目は「主・対・深」に関わりの深いものを 9項目、県学調の質問調査から専門家（教授

等）が選定しました。学年・教科に関わらず調査を行うことができます。 

同じ番号の教員用の質問と児童生徒用の質問は、同じ内容について別の文言で

質問しています。この対応がポイントです。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問調査の実施 

いつ？ 

授業をしてから 

どこで？ 

教室又は 

校庭等 

誰が？ 

児童生徒（学級） 

教員（個人） 

どのように？ 

端末又は 

紙で 

どう活用？ 

共有・検討 

それから？ 

２回目の調査 

調査結果の比較 

 

児童生徒の意識の変容 

意識の差の変容 

教員の意識の変容 

主・対・深の視点で… 

意識の差 意識の差 児童生徒に意図が伝わっているかも！ 

今後も続けていこう。継続は力なり！ 

変容が見られた子と、変容が 

見られない子、何が違うのかな。 

質問調査の Q＆A 

なぜ同じ調査を２回以上行うのですか？ 

また時期はいつ頃がよいですか？ 

比較を行い、変容を見取るためです。時期は授業を１

か月程度行った後に１回目、授業改善に取り組んだ後

に２回目以降の調査を実施しましょう。 

質問項目の文言を変えて実施してもよいで

すか。 

変えないことが望ましいです。 

県学調の質問を使用することで、主・対・深の授業改

善の進捗を可視化できるよう設計しています。小学校

低学年などに向けた調査で文言が難しいときは、担当

の先生が説明しながら実施してください。 

学年や学校全体で一斉に調査した方が効

率がよいのでは？ 

児童生徒がどの授業のことを質問されているのか、先

生方が授業のどの部分に視点を当てて改善を 

行うのかをわかりやすくするために、学級と授業 

を担当する先生が１対１になるように設計しています。 

授業改善の方法を検討するときに、気をつ

けることや参考になる資料はありますか？ 

授業改善の視点を絞ると、学年会や教科部会、研修

等で授業改善の方法を検討しやすいです。 

また、指導助言を受ける際に事前に視点を 

明確にしておくことも大切です。県発行の指導に関す

る資料も視点を絞って見直してみてください。 

順番や文言を変えずに、他の質問調査

に追加して実施することもできますね。 

１回目 ２回目以降 



 

  質問調査の結果をもとに、主・対・深の視点から見つ

けた授業の良さを共有します。また、改善すべき点、その

改善方法を検討します。 

 共有・検討したことを基に授業改善に取り組み、一定

期間をあけて再度質問調査を行うことで授業改善の進

捗を可視化することができます。 

 いくつかの事例をパターンに分けて紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問調査結果の活用事例 

実態に合った指導を行っている可能性が

高いです。普段の取組をぜひ校内で共有

しましょう。事例が増えたら共通点も探り

たいですね。 

先生の意識はできているので、子供への伝

え方や活動・教材の工夫をしましょう。 

また、調査結果は児童生徒全体が低いの

か、一部の子が高く、一部の子が低いのか

にも注目しましょう。 

まずは主・対・深の授業を先生が意識しま

しょう！授業改善のチャンスです。 

研修などで周囲の先生の取組を参考に 

してみましょう。 

児童生徒の調査結果は、集計結果（平均）だ

けでなく、個々の回答にも目を向けてください。 

数値の低い回答は「こんな授業を受けたい」 

という子供の期待の表れとも受け取れます。 


